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別
府
を
西
南
戦
争
の
戦
火
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
っ
た
五
人

安
　
部
　
和
　
也

　
こ
の
話
し
は
、
西
南
戦
争
に
別
府
よ
り
中
津
隊
員
と
し
て
西
郷
軍
に

参
加
し
、
日
向
和
田
峠
の
戦
で
負
傷
、
戦
争
終
結
か
ら
・
皿
年
に
亙
る
隠

遁
生
活
の
後
別
府
に
帰
還
し
た
堀
助
七
よ
り
、
当
時
の
経
緯
を
聞
か
さ

れ
て
い
た
娘
の
南
マ
ル
（
楠
町
南
保
雄
氏
の
祖
母
）
が
、
生
前
話
し
て

く
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
西
南
戦
争
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
二
月
一
五
日
、
西
郷
隆
盛

に
率
い
ら
れ
た
一
五
〇
〇
〇
の
西
郷
軍
の
熊
本
城
攻
撃
に
よ
っ
て
始

ま
っ
た
。
西
南
戦
争
の
戦
況
は
、
田
原
坂
の
攻
防
戦
を
境
に
し
て
、
西

郷
軍
の
敗
色
が
濃
厚
と
な
っ
た
。
そ
の
四
月
一
日
の
昼
過
ぎ
、
西
郷
軍

に
呼
麿
し
て
明
治
新
政
府
に
反
抗
す
る
不
穏
分
子
を
警
戒
中
の
、
大
分

警
察
別
府
分
署
に
大
分
県
令
よ
り
つ
ぎ
の
よ
う
な
命
令
が
下
が
っ
た
。

「
今
日
未
明
、
豊
前
中
津
の
旧
奥
平
藩
士
等
の
不
平
士
族
、
約
六
〇
名

が
蜂
起
し
て
徒
党
を
組
み
、
中
津
城
と
警
察
を
襲
撃
し
て
、
武
器
弾
薬

を
奪
っ
た
後
、
南
下
し
て
い
る
。
別
府
分
署
の
全
員
は
直
ち
に
、
銭
瓶

峠
に
出
陣
し
た
警
察
隊
に
合
流
し
て
賊
を
迎
撃
せ
よ
」
。
当
時
の
別
府

分
署
は
、
現
在
の
秋
葉
通
り
と
中
浜
筋
と
の
交
差
点
の
南
東
側
に
あ
っ

た
。
建
物
は
明
治
維
新
の
混
乱
し
た
治
安
を
警
固
す
る
為
に
、
民
間
人

勇
志
で
結
成
さ
れ
た
自
警
団
の
詰
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
家
屋
で

あ
っ
た
。
当
時
、
自
警
団
員
で
あ
っ
た
佐
藤
感
一
、
佐
藤
茂
十
郎
、
佐

藤
猛
太
郎
の
佐
藤
一
族
の
三
名
を
大
分
県
令
は
現
地
採
用
で
警
察
官
に

任
命
し
、
別
府
分
署
に
配
属
し
て
い
た
。

　
銭
瓶
峠
に
出
陣
命
令
を
受
け
た
佐
藤
一
族
出
身
の
警
察
官
三
名
は
、

期
す
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
予
て
よ
り
準
備
し
て
い
た
辞
表
を
分
署
長
に
提

出
し
た
。
そ
し
て
出
陣
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
署
員
に
別
れ
を
告
げ
て

一
族
の
朝
朗
之
丞
家
に
行
き
、
同
家
の
主
人
絹
朗
七
と
と
も
に
親
族
の

矢
田
宏
の
到
着
を
待
っ
た
。

　
数
刻
を
待
た
ず
し
て
宏
が
到
着
、
直
ち
に
今
後
の
行
動
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
矢
田
宏
を
隊
長
に
五
名
で
別
府
隊
を
結
成
し
、
自
由
民
権

の
た
め
に
戦
う
こ
と
を
誓
い
あ
い
、
中
津
の
決
起
部
隊
と
と
も
に
西
郷

軍
の
援
軍
に
赴
く
こ
と
に
決
し
た
。

　
増
田
宋
太
郎
に
率
い
ら
れ
た
約
六
〇
名
の
決
起
部
隊
は
、
隊
名
を
新

政
党
別
軍
を
名
乗
り
、
当
日
夜
半
に
も
別
府
に
到
着
し
て
、
食
料
と
軍

資
金
を
調
達
し
た
後
、
銭
瓶
峠
を
通
っ
て
府
内
攻
撃
に
向
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
た
。
彼
ら
は
も
し
、
宋
太
郎
が
我
々
の
予
想
す
る
作
戦
を
行
な
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え
ば
、
別
府
は
戦
場
と
な
っ
て
村
は
焦
土
と
化
し
、
多
く
の
村
人
が
犠

牲
と
な
る
こ
と
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
新
政
党
別
軍
は
警
察
隊
に
包
囲

さ
れ
て
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
別
府
を
戦
火
よ
り
守
る
た
め
に

も
、
同
志
を
救
う
た
め
に
も
、
絶
対
に
宋
太
郎
等
を
銭
瓶
峠
に
向
わ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
今
、
我
等
同
志
が
西
郷
先
生
の
た
め
に
、

こ
こ
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
府
内
攻
撃
で
は
な
い
。
そ
れ
は

一
日
も
早
く
同
志
全
員
が
、
無
傷
の
ま
ま
西
郷
軍
に
合
流
し
て
、
と
も

に
戦
い
戦
局
の
転
換
を
は
か
る
よ
り
外
は
無
い
。
そ
の
た
め
部
隊
を
別

府
の
裏
山
越
し
を
さ
せ
て
玖
珠
に
入
り
肥
後
小
国
に
抜
け
る
作
戦
し
か

無
い
こ
と
を
、
宋
太
郎
に
勧
告
す
べ
き
だ
と
考
え
た
。

　
翌
二
日
、
ま
だ
夜
の
明
け
ぬ
時
刻
に
亀
川
に
到
着
し
た
宋
太
郎
に
、

宏
は
丁
人
で
出
む
き
作
戦
の
変
更
を
勧
告
し
た
。

　
「
別
府
の
我
々
五
名
は
、
明
治
新
政
府
を
打
倒
し
て
自
由
民
権
政
府

樹
立
の
た
め
西
郷
先
生
の
も
と
で
、
戦
う
こ
と
を
決
意
し
て
別
府
隊
を

結
成
し
た
。
隊
は
西
郷
軍
の
援
軍
に
赴
く
予
定
だ
。

　
隊
員
の
中
に
昨
日
迄
、
別
府
分
署
の
警
察
官
で
あ
っ
た
も
の
が
三
名

い
る
。
彼
等
の
情
報
に
よ
る
と
、
大
分
警
察
隊
は
貴
殿
の
部
隊
が
銭
瓶

峠
を
通
っ
て
府
内
攻
撃
を
行
い
、
豊
肥
街
道
経
由
で
肥
後
の
西
郷
軍
の

も
と
に
赴
く
作
戦
を
予
想
し
て
、
銭
瓶
峠
に
銃
火
器
を
装
備
し
た
迎
撃

部
隊
を
配
置
し
、
陣
地
を
構
築
し
て
貴
殿
の
部
隊
を
殲
滅
す
る
作
戦
を

た
て
、
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
。
兵
力
装
備
と
と
も
に
優
勢
な
る
警
察
隊

の
陣
地
を
、
攻
略
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
事
だ
。
も
し
、
警
察
隊

の
陣
地
攻
略
出
来
ず
部
隊
を
別
府
に
退
却
さ
せ
て
、
別
ル
ー
ト
で
肥
後

に
向
う
作
戦
を
取
っ
た
場
合
、
大
分
警
察
隊
は
す
か
さ
ず
府
内
の
本
隊

を
海
上
よ
り
別
府
に
上
陸
さ
せ
、
貴
殿
の
部
隊
の
退
路
を
遮
断
し
て
峠

の
警
察
隊
と
挟
み
撃
ち
共
同
作
戦
を
行
う
の
で
、
貴
殿
の
部
隊
は
大
損

害
を
蒙
る
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
危
険
な
作
戦
は
今
直
ぐ
に
中
止
し
て
、
部

隊
を
こ
の
ま
ま
裏
山
越
え
を
さ
せ
防
備
態
勢
の
整
っ
て
い
な
い
玖
珠
を

通
っ
て
肥
後
小
国
に
抜
け
、
西
郷
軍
に
合
流
す
る
作
戦
に
変
更
す
べ
き

だ
。
こ
の
作
戦
は
警
察
隊
の
裏
を
か
い
た
作
戦
ゆ
え
警
察
隊
の
攻
撃
を

受
け
る
こ
と
は
無
く
、
別
府
よ
り
二
日
の
行
軍
で
西
郷
軍
に
合
流
が
出

来
る
事
を
確
信
し
て
の
作
戦
だ
。

　
い
ま
、
西
郷
Ｊ
は
大
変
苦
境
に
た
た
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
『
豊

前
中
津
よ
り
我
が
同
志
の
戦
闘
部
隊
が
、
一
兵
も
損
じ
る
こ
と
な
く
敵

中
を
横
断
し
て
、
全
員
無
傷
で
、
今
、
到
着
し
た
』
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を

全
軍
に
な
が
せ
ば
、
全
将
兵
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
い
ま
だ
に
決
起
せ
ぬ
同
志
の
決
起
を
促
し
、
西
郷
先
生
と
と

も
に
自
由
民
権
の
旗
の
下
に
総
力
を
結
集
さ
せ
、
全
員
ご
刄
と
な
っ
て
、

い
ま
の
難
局
を
乗
り
切
る
作
戦
こ
そ
西
郷
軍
に
と
っ
て
は
、
如
何
な
る

も
の
に
も
優
る
価
値
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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貴
殿
が
別
府
隊
の
勧
告
に
同
意
し
て
、
こ
の
ま
ま
別
府
を
素
通
り
し

て
裏
山
越
え
で
玖
珠
に
向
う
軍
を
約
束
し
て
呉
れ
れ
ば
、
今
度
は
我
々

別
府
隊
が
貴
殿
の
部
隊
と
と
も
に
西
郷
軍
の
援
軍
に
赴
く
事
を
約
束
す

る
。
も
し
勧
告
を
無
視
し
て
、
あ
く
ま
で
銭
瓶
峠
に
向
う
と
な
れ
ば
別

府
隊
は
、
西
郷
軍
に
味
方
し
て
共
に
戦
う
と
の
大
儀
を
捨
て
、
別
府
を

戦
火
よ
り
守
る
た
め
に
村
人
と
協
力
し
て
、
貴
殿
の
部
隊
の
別
府
進
入

を
阻
止
す
る
決
意
だ
」
と
。
宏
の
話
を
無
言
で
聞
い
て
い
た
宋
太
郎
は

「
わ
か
っ
た
ヽ
別
府
隊
の
勧
告
に
随
う
事
を
約
束
す
る
」
ど
宏
を
帰
し
た
。

　
翌
、
三
日
に
な
っ
て
も
宋
太
郎
に
率
い
ら
れ
た
新
政
党
別
軍
は
北
石

垣
に
止
ま
っ
た
ま
ま
、
約
束
通
り
別
府
進
入
は
行
わ
ず
、
し
ば
し
の
休

養
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
間
一
部
の
兵
は
海
上
よ
り
府
内
に
上
陸
し
て
、

府
内
城
を
攻
撃
し
た
後
、
再
び
別
府
の
本
隊
に
帰
隊
し
て
い
る
。

　
一
方
、
別
府
隊
の
五
名
は
宋
太
郎
と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
、
身
の

廻
り
を
整
理
し
て
一
族
で
か
き
集
め
た
軍
資
金
を
持
っ
て
新
政
党
軍
に

参
加
し
た
。
間
も
な
く
警
察
隊
の
主
力
が
府
内
を
出
発
し
て
別
府
に

向
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
末
太
郎
は
、
警
察
隊
と
の
交
戦
を
さ
け
て

急
速
、
新
た
な
同
志
を
加
え
た
部
隊
を
玖
珠
に
向
け
て
出
発
さ
せ
た
。

　
彼
等
は
予
定
通
り
警
察
隊
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
な
く
、
五
日
に
肥
後

大
津
で
西
郷
軍
と
の
合
流
に
成
功
、
新
政
党
別
軍
の
隊
名
を
中
津
隊
と

改
め
、
西
郷
軍
の
精
鋭
部
隊
と
な
っ
て
各
地
の
戦
闘
に
参
加
、
勇
名
を

は
せ
た
。
彼
等
が
中
津
隊
に
参
加
す
る
と
き
持
参
し
た
軍
資
金
は
、
そ

の
後
の
食
料
調
達
に
大
い
に
役
立
ち
、
他
の
西
郷
軍
に
羨
ま
し
が
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　
銃
火
器
を
装
備
し
た
政
府
軍
の
攻
撃
で
、
西
郷
軍
は
日
増
し
に
劣
勢

と
な
り
重
大
な
る
局
面
を
迎
え
た
。
西
郷
軍
は
、
再
起
を
期
し
て
の
撤

退
作
戦
続
行
し
た
。
八
月
一
五
日
、
中
津
隊
を
含
め
た
西
郷
軍
残
存
兵

員
三
〇
〇
〇
人
の
総
力
で
、
政
府
軍
に
決
戦
を
い
ど
ん
だ
日
向
和
田
峠

の
戦
闘
は
、
死
闘
を
繰
り
返
す
大
激
戦
で
西
郷
軍
は
惨
敗
を
喫
し
た
。

　
こ
の
戦
い
で
佐
藤
感
一
　
（
四
二
才
）
佐
藤
猛
太
郎
（
三
〇
才
）
の
両

名
は
戦
死
、
堀
助
七
は
負
傷
し
て
戦
線
を
離
脱
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

峠
の
戦
い
に
敗
れ
た
西
郷
軍
は
政
府
軍
に
包
囲
さ
れ
、
そ
の
包
囲
網
突

破
を
試
み
た
一
八
日
の
可
愛
獄
の
戦
闘
で
、
佐
藤
茂
十
郎
（
二
三
才
）

も
戦
死
し
た
。
別
府
隊
で
丁
人
残
っ
た
矢
田
宏
は
、
脱
出
に
成
功
し
西

郷
隆
盛
を
扶
け
て
撤
退
を
続
け
、
鹿
川
で
敵
弾
を
受
け
負
傷
し
た
。
し

か
し
、
尚
も
西
郷
を
護
っ
て
行
動
を
と
も
に
し
、
九
月
三
日
、
城
山
に

西
郷
を
送
り
届
け
た
後
、
野
戦
病
院
に
入
院
し
政
府
軍
の
捕
虜
と
な
っ

た
。

　
こ
こ
に
、
別
府
を
戦
火
よ
り
守
っ
た
別
府
隊
は
、
三
人
戦
死
、
丁
人

行
方
不
明
、
丁
人
捕
虜
と
言
う
悲
惨
な
結
末
を
む
か
え
て
全
滅
し
た
の

で
あ
る
。
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西
南
戦
争
よ
り
Ｉ
〇
〇
年
以
上
も
た
っ
た
い
ま
な
お
、
矢
田
宏
に
は

多
く
の
信
奉
者
が
あ
り
、
高
い
評
価
で
語
り
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
と

も
に
戦
い
大
い
な
る
犠
牲
を
払
っ
た
佐
藤
一
族
の
四
名
に
つ
い
て
は
、

全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
南
マ
ル
は
次
の
様
に
説

明
し
て
呉
れ
た
。

　
「
当
時
、
西
郷
軍
を
賊
軍
と
呼
び
、
こ
れ
に
加
担
す
る
者
は
国
賊
と

し
て
処
罰
す
る
と
の
布
告
が
出
て
お
り
、
累
が
一
族
に
及
ぶ
事
を
心
配

し
た
彼
等
の
従
兄
弟
で
、
当
時
の
別
府
村
村
長
高
倉
定
三
と
、
彼
の
弟

で
初
代
別
府
町
町
長
に
な
っ
た
駒
太
兄
弟
に
よ
っ
て
、
戦
死
し
た
感
一
、

猛
太
郎
、
茂
十
郎
の
三
名
は
、
戦
争
と
は
関
係
な
し
の
病
死
と
し
て
届

出
さ
れ
た
。
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
堀
助
七
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
太

大
島
で
傷
の
手
当
を
し
て
い
る
事
が
判
明
し
た
が
、
別
府
へ
の
帰
還
を

許
さ
れ
ず
、
行
方
不
明
で
押
し
通
し
た
。
一
族
よ
り
四
名
の
者
が
西
郷

軍
に
加
担
し
た
事
実
が
、
政
府
側
に
知
ら
れ
る
事
を
警
戒
し
て
、
村
人

に
は
村
長
の
地
位
を
利
用
し
た
鍼
口
令
を
出
す
な
ど
の
、
事
実
の
隠
ぺ

い
工
作
を
取
っ
た
た
め
、
佐
藤
一
族
は
国
賊
の
汚
名
を
き
せ
ら
れ
る
こ

と
は
免
か
れ
た
。
そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
彼
等
が
矢
田
宏
と
と
も
に
西

郷
隆
盛
の
も
と
で
自
由
民
権
の
た
め
に
戦
っ
た
事
実
は
、
全
て
の
記
録

よ
り
削
除
さ
れ
ヤ
ミ
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
一
族
の
者
以

外
に
は
、
こ
の
話
し
は
語
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
。

　
大
正
二
年
、
二
豊
新
聞
社
発
行
、
増
田
宋
太
郎
伝
（
中
津
図
書
館
蔵

書
）
に
は
、
別
府
よ
り
の
中
津
隊
参
加
者
に
つ
い
て
次
の
様
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
「
別
府
よ
り
宮
本
舎
人
（
宇
和
島
）
矢
田
宏
（
別
府
町
）
中
村
勝
太

郎
（
別
府
町
）
石
松
七
蔵
（
豊
後
国
）
松
本
為
平
（
不
明
）
阿
部
駒
吉

（
豊
岡
村
）
の
六
名
が
参
加
し
た
、
そ
の
他
に
参
加
の
同
志
は
大
分
あ
っ

た
様
で
あ
る
」
と
。

本
文
、
登
場
人
物
の
関
係
を
図
示
す
る
。
関
係
者
以
外
は
省
略
。

Ｌ

順
策

堀
助
七

‰
マ
ル

与
左
ヱ
門
－
－
‐
感
一
－
茂
十
郎

佐
藤

　
勝
重

－67－

敏
之
進

　
　
　
定
三

へ

駒
太

長
女
－
連
－
淳
－
‐
‐
宏
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